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第18回国民文化祭 やまかた2003
「地芝居の祭典」●

白円會|まつり 伝統工芸の村まつり●
みんなで乗つて みんなで支えよう

フラワー長丼線Ⅲ
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▼
時
間

▼
内
容

第
１８
回
国
民
文
化
祭

・
や
ま
が
た
２
０
０
３

▼
高
玉
芝
居

（白
店
町
）
午
前
９
時
Ю
分
～

演
目

「
三
日
の
情
け
」

▼
劇
口
夢

一
座

鶴^
国
市
）
午
後
―
時
Ю
分

演
目

「暗
閣
街
道
別
れ

捩
の
お
ば
こ
節
」

▼
滝
劇
団

（埼
玉
県
加
須
市
）
午
後
５
時
～

演
目

『
母
恋
が
ら
す
」

午
前
９
時
Ю
分
～

午
後
―
時
Ю
分
～

午
後
５
時
～

鮎
貝
子
獅
子
舞

畔
藤
田
植
踊
リ

狐
ま
つ
り
奴
ふ
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花
嫁
行
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八
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女
の
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萩
野
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獅
子
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潟
県
栃
尾
市
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▼
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問

午
後
３
時
”
分
～

▼
バ
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ラ
ー

鈴
木

啓
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工
芝
居
座
長
）
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藤
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座
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長
）
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シャトルバスを
ご利用ください

会場にはり 1(場がありません。また

当||ま会
'"川
辺が路 ["ⅢⅢ摯11とな

つますので 白蒸用:|でのこ来場は
_~2鼈くたざt、 シヤトルバスをご

"用

くださるようお願いします.

レ乗り場 スポーツ公国駐車場

(ソフトボリ レ場西tl)

レ時 間 午前7時∞分～10分間隔

*鮨員駅からも列車時刻に合わせて

送迎車を運行しま丸

第18回国民文化祭
自鷹町実行委員会専務局
(教育晏員会内 885-6146)
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自鷹紬の機織り体験膠柳Am∞m
つ タヽンパタン と音な

からの機識りを体験して

みましょう 所雰時間は

およそ00分 自分で織,
た部分は持ち帰ること

1 ができます

伝続工芸品の実演・体験
相紙人形 米粒工云 つる綱工 わら網工 竹綱工 本工細工など

を体験できます なつかしさあ
=01る
工作を楽しんでくたさい

深山和紙置書体験
I蓼‖費

“"I∫
 魅将別l

言IJからの和紙漉きにJζ戦してくだ

さい 美濃+1の本格的な●:,とし江

の色づけ体験の2つがあります

深山産の131どうプレゼント
伝●・ I芸の村まつり会場71てお買い上|チ 1000円ことに
旬の味覚 深山産のふとうが当たる抽選ができます

lll閻う
°月13(月

‐`3°日(火 )

しらたかの秋の味覚

あゆ御膳
2(,()0円 ‐,.

百■の漱の味礎毛よ
`こ
とお

めえ斬名場 |あゆ0,輌 `昨
年t;さ綸さ館2弾 塩燒さ
■0し ヽけ0の味嗜摺など絶
完つ荀の食場を青沢に使用
●4■●て手3●価格です
せ0お召し■か,く ,さい

´

`4】1予約 お問い合わせ |
●●前,て ,自 0町

"OT::an店 `て
こ

予●く
``, 
自攘■●●1`建■tl,オ

あ ゆ 茶 晨 き028`85'・●,77
吉 ん 月o0238(86)2101
パレス松晨 ●02383つ 1001
0  さ  ご o0238(86)0235

〔会場:ふるさと森林公国内 ′ヽレス松風

,リーンツーリスムの11まレストランや浪産場の
道売所を過管●

`|●
機豪のグルーン,ハレス
松日前に一口に会
します 手打ちそ

=
厳 中の,,いもち
,慟など 奎 安心
葵厳しいをせ0味
01ヽ●栞てください

そぼの里づくり振興会 まぁ とんな会/
めくもりの館姫城 十二の桜会
十三百笑会 笠松ロマン館

野山のトレッキング
1両 11● 1,まで," 蓼加イt●脚,1]

[i世‖[詳しい地元ガイトと一橿に自然の中をトレッキングし

■みませんか らiどうのもぎ取り体験 おにぎり,で約2時
間のコースです

自然河川でのヤマメ。ニジマス

`]よ監翼:籠驚i!l絆
]つ
ぃ
ヽ

鮒鶉詰訂鶏舅
阿芸散室深山工房 Iつち団子】
|ず

"ni‖
lol 魅科別l

リニューアルした深山I房 つち団子 の店内は ユニーク
●'F品か目白押し 陶芸教星も開催していますので ぜひこ

■1]ください

紅花染め体験 B加即Ⅲ‖リ
Fl■ よ栽培面活が県内随― 知る人そ知る 紅花 の町 そ

ん■紅花を使しヽ 世界にふたつとないあなたの梗様にハン

カチを染め上 |チてみませんか

「勇菊亘壼 ]

川 卜 縁

¨

座
‐

敷

,

I会場|■■川月疇ヤナ公園丙 あゆ察晨

ここは叡の気配

"う

最上川そ壌める■,
等席 ヤナ場を間近に見なからとお
たての鮎を炉端窃

=ホ
,ボクのを ,

しい味を4しめます あわtて色嵐なら
て
`の
場土‖菫

や山形薇,,の
食文イ
`そ
して

地 百なとをお楽
しみいたた(憾す

:予約 おF・lい合わtFl
あゆ斎凛
● 02,,(,,,S,77

自鷹町食の文化衛遺

うんまえもの荼屋
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萩野子獅子舞・ 下山m子舞

'00～1 20鮎まつリセレモ=― (ェτ`0,コ
。フデスト重町 ,

130～1200大黒舞 ゑびす会
300-1300畔藤田植踊り
330～ 1400萩野子獅子舞
1430-1500畔藤田植躙り
1500- チビッコさかなのつかみどり(小学生以下 )

9/210
1 00-i]30 ケチョン ケチョン ジヤクバンド
30～ 1200 よさこいソーラン踊0 櫻鷹會
1200～ 13 DO高王芝居爆笑名場面

1]30-1400

1`30-1500

15100～

礎ミ六日堂奉納として受け

絋かllてきた伝続の獅子

■を地元の子どもたちが

●●●に舞います 下山11子

舞は勇壮て事成な獅 嵌り

広|すらllます

ケチョンケチョンジヤグバンド

下山獅子賀

チビッコさかなのつかみとり(1'学生以下)

ひよこ うさぎ動物園

e形魚拓実演 長瀬 羽秋
(稲田式色彩魚 l●の第一人者 )

高玉芝居 爆築名場面
高工芝居は地元の人々

にl●えられてきた300
年の伝統をもつ地芝居

です 心温まるi理人
情劇 その名場面を演

じます 10月 4日の国
民文化 祭 やまかた

2003の 1地芝居の祭
奥 |か 白既町を会場に行われます ぜじお越しくださしヽ

■お問い合せ/●0238856146

●

` |●
畔藤田植踊り
白順の硫 芸能の中で 最近注目を集めているのが 畔藤田

植踊り 豊作を願い 田植えから収椎までを3部で構成 中

チビッコきかな0つかみどり
すぶぬれになりなから必死

て魚を追いかけるチビッコ

たちの参 今年も元気―椰

チャレンシ |

ヽ小学生以下に限ります

X魚の入れ物と百香な
用訳 ださい

央に中太鼓 両飾に首を

持つ玄内0九ヽ
'■
,棒

後ろで女装した早乙 .‐

が□上を述べながらの

1うりま タイナミックで

不思議

`魅
力が tヽつば

tヽです

忌』彎MIttl貧:ξ
よ滞僣膚〔セださい・

ケチョンクチョンジャグバンド

リヽケツに棒を実き刺してベースにしたり洗濯板をか

き鴫らしたリ シャグ八ンドの魅力にとりつかれ 山形

市を中心として 愉悛

で楽しく をモットー

に活動しています 現

在 YTS山形テレビ
:やまかたアーティス

トファイル:[出演中
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フ
ラ
ヮ
ー
長
丼
線
の
現
状

「利
用
の
状
況
」

フ
ラ
フ
ー
長
丼
線
は
　
昭
和
田
年
Ю
月
の
開
業
以
来
　
高
校
生
の
通
学
や
地
域
住
民
の
足
と
し
て

ま
た
新
幹
線
接
続
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
　
地
域
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年

６
月
に
は
長
丼
市
に

「あ
や
め
公
園
駅
」
が
開
駅
し
　
ま
た
今
年
４
月
に
は

「荒
Ｅ
駅
」
が
新
し
く

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
　
車
社
会
の
一
自
の
進
展
と
高
崚
通
学
者
な
ど
の
減
少
に

よ
り
　
年
々
利
用
者
数
が
大
き
く
だ
ち
込
み
　
運
営
ず
ろ
山
形
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営
状
況
は
ま
す

ま
す
巌
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で

「地
域
の
足
で
あ
る
フ
フ
ワ
ー
長
井
禄
一
に
つ
い
て
　
改
め
て
皆
さ
ん
に
言
え
て
い
た
だ

く
た
め
　
現
在
の
状
況
な
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
．
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で
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ま Iの ■ で ■ い に ■

「経
営
の
状
況
」

続
き
　
‐４
年
度
水
て
は
イ
ヽ
小
“

（神
越
“
失
）
，
１
は
１１
２
０
０

万
円
に
も
を
っ
て
お
り
　
■
■
に

腋
し
い
“
―――
■
れ
に
あ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
の
会
社
と

行
政
の
取
り
組
み

「経
営
努
力
と
利
便
性
向
上

利
用
拡
大
策
」

―――
形
班
迪
株
式
会
＝

て
は
■
い

削
減

や
　
中
占
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，

の
話
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“
的
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迎
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の
“
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あ
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イ
ヤ
，
ｔ

に
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し
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の
崚
ｉ
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水

“
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',る
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は
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しし  て ら 想 に て ま 0
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`, 11   

● ● | ,   か と
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ま ‖IJて li イに |よ ラ |ネ | た  日 者 ,し
す ● ■ や べ と

'tワ
で I′   'の な

・

't i llレ
な

“

1術 ,■ I)て ilど
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「
行
政

の
財
政
支
援
」

(表 11 フラワー長井線の利用状況と宮革成績
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助
成
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す

明
日
へ
の
運
行
の
た
め
に

「存
続
さ
せ
る
た
め
の
経
営

改
善
計
画
の
策
定
と
そ
の
実

施
」施
設
や
¨
両
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て
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「地
域
に
お
け
る
議
論
と
取

り
組
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」

フ
ラ
ワ
ｌ
ｋ
■
仲
は
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Ｉ
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■
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よ
る
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■
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少
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ま
す
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況

＾″

績
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ｋ
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フラワー長 ll線をつなぐ会
(F 協力会員募集

「フラワー長丼線Jに いつまでも元気で走ってはしい
そして沿線住民 地域も一緒に元気になってほしいとの
思いで「フラフー長丼線をつなく会(FNの会)Jが発足
しました.

フラワー長丼線を愛する皆さん 同沿線市民 町民
企業の皆さん たくさんのかたなたのこ輸資をあ願いし
ます.
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＾
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ラ
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■
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Ｌ
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■問い合わせ

フラワー長丼線をつな ぐ会 (FNの会 )
長丼市栄町1-0山 形鉄道ネ式会社内
(`88-2102 FAX00-5107)
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住民の手づくりで完成した「あやめ公固駅J
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水道水資に関する基準

(監視項目 1厚生労働省通知,

調査項目名 指針値

■.て を
`ヒ

II  る 調 に 水  査 る た
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れ 」 |:道 |よ R′ 1迪 合 の 0ま へ Ⅲ
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た 11め は た |も ,て 水 ■1 糾 流 4
■ に 水 も J(の ,い お 台  に の
11ヽ 遣 の に で を な よ 浄  つ 理 に
い tの の は す に い び Jく  い ■ 行
二 さ 水   ・ 保 か 浄 嬌  で に わ
七 れ 質 浄 過  す を 水 取  iIよ れ

平
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採
用
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調
査
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祉
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と
し
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リ
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系
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査
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し
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■
■
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６
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３
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検 検

11さ も li lt● 査
値 オ1の に は イ古l.
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⌒
向
鷹
闘
鳴
勲
を
募
集
し
ま
す

保
値
師

↑
名
）

．昭
和
■
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
７
年
４
月
―
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
か
た
て
　
保
健
師
の
資
■
を
有
し
　
ま
た
は
来
春

一取
得
見
込
み
の
か
た

●
算
―
次
試
験
口
　
Ｈ
月
に
日
（――
）

●
試
験
会
場
　
世
政
福
――ｌｉ
ｔ
ン
タ
ー
ー
階
　
す
こ
や
か
ホ
ー
ル

●
受
付
期
間
　
理
学
費
ュ
ｔ

●
■
１１‐――
‥
９
月
１。
――
（水
）ヽ

Ю
月
●
Ｈ
（水
）

●
趾
―‐ＩＦ
…
９
月
１２
‐―
（企
）
ヽ
Ю
月
“
――
（水
）

●
試
験
内
容

”
―
次
駅
騎
―
教
■
試
弥
　
作
ｋ
試
験
　
迪
性
“
査
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虻
ｍ
の
み
こ
の
ほ
か
に
中
円
試
験
〉

，
２
次
試
験
…

‐１１
■
訳
“

●
提
出
言
頬

■
［
“
町
凧
■
採
用
試
験
中
込
＝

（中
込
占
は
　
，
場
２
晰
の
総
務
駅
■
■
係
に
あ
り
ま
す

ム
ベ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

〉

〓
，
Ｌ

＾
６
カ
月
以
内
に
餃
形
し
た
も
の
で
　
ョ
コ
３
■

×
タ
テ
４

¨
′
　
彙
――‐――
　
■
■
，
　
正
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＊
応
，
は
郵
送
で
も
受
け
“
け
ま
す
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送
の
場
合
は
　
５。
円
切
手
も

同
卦
し
て
く
だ
さ
い
．
ｍ
月
巧
――
の
消
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有
効
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応
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合
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総
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庶
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＾
８
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１
６
１
２
０
）

河1水
〈浄水場取水口)

浄水

(水道水)

時刻 結果 (m=′ 1子 ) 時亥l 結果 (o=ノ |`)

5峙 0 0003未 i5

6時 0021

0 00247時

:時 0 0055

9時 0 0029

10時 0 0030

11時

(2時

0 0024

0 0025         12時 0 0007

13時 0 0022 |: 時 0 0003

0 000414時 0 0017         14時

15時 00016    5時 0 0003未 満

16時 0 0013         16時

1 7時

0 0003未満

00003未満
フェニトロデオン 0000ぃ

=′
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和
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昭
和
８
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取
得
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込
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か
た

昭
和
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年
４
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２
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ら
昭
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年
４
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―
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に
生

ま
れ
た
か
た
で
　
看
確
師
の
資
格
を
有
し
　
ま
た
は
来
春

取
得
見
込
み
の
か
た
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不
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な
い
選
挙
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平
成
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白
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町
ス
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代
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懇
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体
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指
，
４
■
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ボ
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ツ
●
■
ｕ
指
ヽ
´
　
台
戊

け
矢
団
ょ
っ
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の
か
た
が
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参
加
を
い
た
た
き
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“
町
ス
ボ

催
さ
れ
ま
し
た
　
叶
午
”
か
ら
■

血
さ
れ
て
い
る
■
■
迦
５
１１
判
が

ス
タ
ー
ト

し
て

，
ら
●

●
１
し
た

ち

の
過
こ
し
方
や
十
●
　
“
ュ

ス
ボ
ー
ツ
少
年
団
て
の
■
動
状
況

を
把
讐
し
　
こ
れ
か

ら
の
課
題
や

ス
ポ
ー
ツ
，
■
回
の
任
務
に
つ
い

て
話
し
合

い
ま
し
た
．

中
山
地
区
に
「中
山
ふ
れ
あ
い
広
場
」を
整
備

●
Ｌ

||  :,11111,i`1111 1  111・ 41tl,1し |

1 111ヽオ1あい111 か|111よ
' 
まし|:

こ′ 111t''コ ミ
`ニ
ティli Ⅲを1111■う

,|■  ・ |「 t(し ●J ti,'",iJlitさ
'1る|1 1し ,ミ |ニ アィ111え ,It‐ によ ,I

IIII Iた t''■ | ソフト1:‐ ■●,|ll
 ヽ~|■'ン トJl'フ 人■lt■ ',"|「

行11こ

11,tし ます ●■ 1と しか iお 1■ 1●
す ''('111',1,た に■1 1tt',り と

し Ⅲl titる Itてす

卜な 少
Ш り 118
公  口1'1
■  ‖i23
史

"小 公 ´
Iヽ 眈 |
I F it rj
子 に 会 ‖
tl.か ス
|卜 tヽ IJ｀
育 て 心 |

|:|と ツ

⑩
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`Ⅲ`あ

お
い
し
い
き
の
こ
を
子
ど
も
た
ち
ヘ

置
賜
き
の
こ
給
食
料
理
研
修
会

補祉を表すハートと町
`

ある鳳を重ね 飛躍をノ

青
空
の
下
熱
戦
展
開

ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

●
●
●
１

●
●
●
●
●
●
●

●
―

　

‘
　
　
　
‘

●
●
●
●
●
●
●

 ヽ7‖  ′、一モニーフラザ:=おいて
`|,き。

'■
'1lt11 111 1,(::カ

イ|イ ,オ li t′
=

こイ | ●↑て,:な 111サ ,「きのこの111
■ をヽ||つ  よ也」也rを 1'世するた

' 1'卜ti,貴 o,情IⅢ =き
,に ‖11を |:● 込むこ

=
を1111に 1‖ 11こ′ιたt', ・ 11‖く  ll.を
つ (●  ■lt tなか

',irtに
とぅ11(り

'、

イ|

て1(ⅢⅢliし ました 011の ノ=コ ー●
1カ =,211を Ojのイrt[|[,|す るitで
す

お詫 び とll正

′||:||1 111。 ,1,1 11111,|,´ ヽ

1●11ttひ‖∫1(11ヽ りti`1赳
「。1.1‖こついて 卜Jt tお り
11カ ′ )ま した0●(LIIらせし
■■

男子 0い背泳ざ
小形匠き選手 (長井工高〕

1分 2秒50 大会新鰤 lについて

平成 13年に同最技罐曰Eあいて

海老

``城
嵯手 (長 ll高)により

大会新記録 1分 9秒 8が記録され

てあり '大会¨ |レ匠曽選手の
E8録はこれに及はないため 大会
新

“

:うとならないところを誤つて

新認録としてしまいました 謹ん
であ

“

び甲し上ブヨJいたします
ご迷惑をあ」|すした関係者の皆様

には′|よりあ記び中し上げます

・  ||■ | 

“

44● ,(1111で し
';た =′

しヽ
- 1  1サ サ、

`ミ

ち1111`11ま し,:  こイl(]

と'1 ,ど lt111,せ

“

′
'虹
111,',1,1と して

,||||′ ,(1)11さ オlた も|〕 ‖内|ヽ力,18

イ :■ .Ⅲ,t ひざすで力から|せ tJを
1そ  ■■■it ll命にホー ,Iを■■111
′lt十■|lo「(tま した

荒
砥
第
二
区
が
日
土
交
通
大

臣
表
彰
受
賞

●

社
会
襦
祉
法
人
自
鷹
襴
社
会

の
薇
章

バ^
ッ
シ
〉
デ
ザ
イ
ン

決
定

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ト
ラ
イ
ア
ル

ビ
デ
オ

「
Ｏ
Ｎ

Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ａ
Ｉ
Ｒ
～

Ｙ
Ｔ
Ｓ
山
形
テ
レ
ビ
特
別
番

組
の
記
録
」
が
で
き
ま
し
た

か
ら
２
０
０
３
年
ま
で
の
過
去
３

年
――――
殷
込
さ
れ
た
サ

ン
シ
ャ
イ

ン

ト
ラ
イ
ア
ル
の
Ｖ
Ｔ
Ｓ

ＩＩ‐
形
テ
レ

ビ
”
番

（各
３
分
）
を
Ｃ
Ｍ
カ
ッ

ト
し
た
形
で
同
―――
収
針
し
た
も
の

▼
ビ
デ
オ
の
内
´

２
０
０
３

「笑
板
と
感
動
―
白
＝

の
飲
い
，
一

２
０
０
２

「■
肛
れ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ａ

し
た
　
一ヽ
の
た
０
そ
の
“
●
が
認

め
，，
●
　
―‐ｔｌ
ｌ

ｋ
Ш
人
―――
人
¨
を

支
●
さ
れ
ま
し
た

荒
に
■
　
に
て
■

■
●
ｋ
Щ
山

の
日
ヽ
一

の
普
及
に
¨
献
す
る
と
と
も
に

●
'||

| |

1也

lκ

l=

■
‖ヽ
| |

(
■
rt

'L I

|l lt

,L イ|:
,, Iこ

|`: イ,

1,

●

|● 1,
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ふ
ご
Ｌ
進
ば
れ
よ
し
た

た
く
さ
′．
の
ご
Ｌ
，
あ
り
が
ｔ

う
こ
ざ

い
ま
し
た

た

Jス

llll

広
報
し
ら
た
が
で
■
さ

２

０

０

１

人
地
に

ス
面
に
卜
■
ダ
チ

一

▼
価
格
　
２
５
０
０
円
２
＝
込
む

嘔
“
局
　
肺
本

＾
８

０

０

０

１

１

８

８

３

１

０

０

２

０
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●伝統工芸の村コース (深山地区)

1距離1約 44k■

スロービンタとま i●JやPI,
■●うウオー十ング′

'こ

とです

11しサイ|||,で七 |′
'世

で
',Ⅲ
`,の2-3けのサJtt itが 11られます

¨ll●

“

,`しやバランス忠サt',11

1サ  ||を 1ヽ11にする●
'1=と
七|

い0( l111し ないIJlに 1,1入
イ,[み まし tう
十■:,の ,iす 0なとにつⅢよつて

後る11き
="く
のしl.す●めです

ふだた使1,ない足0)●ろ倒などの

ⅢIき無えられます (たたし に
はなtヽように |`iltをつ |て ,

一凛
一
一叶
一
探

型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

重高ロ

お
き
た
ま
環
境
フ
ェ
ア

Ｃ
Ｒ
Ｅ
８
ま
つ
り
２
０
０
３
開
催

～
考
え
よ
う
！

リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
～

▼
い
つ
　
―
月
る
日

（日
）

午
前
，
時
～
午
後
３
時

▼
ど

こ
で
　
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー

高^
畠
町
）

■
■
を
と
え
る
　
つ
と
し
て

＾
′
年
も
Ｃ
Ｒ
Ｆ
８
よ

つ
り
か
周
“

さ
れ
ま
す
．
“
――
は
　
リ
サ
イ
ク

ル
に
円
辿
し
た
い
ろ
い
る
な
イ
ベ

ン
ト
や
展
ホ
を
行

い
ま
す

の
で

■
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い

●
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

年
乳
パ

ソ
フ
利
∩
紙
す
き

リ
サ
イ
ク
ル
石
厳

廃
品
利
用
工
作

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ツ
ト

埋
れ
た
あ
も
ち
ゃ
の
修
理

煙
突
体
験

施
設
内
ウ
オ
ー
フ

フ
リ
ー

●
●

，

●
展
示
及
び
提
供

円
ｉ
自
嘔
旱
　
メ
具
の
，
―′
セ

ン
ト
抽
選
〓

オ
リ
ブ
ナ
ル
マ
イ
パ
ッ
ク

廃
プ
ラ
　
ヘ
ツ
ト
か
ら
の
リ
サ

イ
ク
ル
製
品

レ
イ
ン
ボ
ー
プ

フ
ン
の
紹
介

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
紹
介

Ｉ
コ
カ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

千
代
ロ
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

（
公
０
２
３
８
１
９
１
４
０
０
４
）

町
民
課
く
ら
し
　
環
境
推
進
係

＾
６
％

１
６
１
０
１
）

を み 桂
|た な え ,J
感 か た る
し ら ,だ
て  ,け
み 喘 昨 て
:(■ |[な
せ や 参 く
′.り ||
か け し イ11
イ て つ
ク ,た
,レ し り

_             
●  ´
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み
ん
な
の
大
好
き
な
綸
食
を
つ
く

っ
て
み
よ
う

ヘ●

オ

を

見

て

い
た

た

き
　

和

や

か
な

，
１，――
気
の
中
で
終
了
し
ま
し
た

参
加
さ
れ
た
児
■
と
訓
１‐――
価
の

感
想
を
ご
紺
介
し
ま
す

二
十
峯
一録
士
く
ん

荒^
砥
小
５
年
）

８
月
６
日
は
　
鶏
内
の
レ
モ
ン

漬
け
や
コ
ー
ン
入
り
た
ま
ご
ス
ー

プ
　
海

凛
サ
ラ
，
の
作
り
万
を
教

えヽ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
こ
う
こ
さ

い
ま
し
た
。
ほ
く
は
　
海
藻
サ
フ

ダ
を
■
り
ま
し
た
．
切

っ
た
り
す

る
こ
と
が
難
し
か

っ
た
し
　
計
量

カ
ツ
プ
に
酢
と
し
よ
つ
ゆ
を
計
る

の
も
難
し
か

つ
た
で
す
。
で
き
た

と
き
　
は
イ
は
と
て
も
硬
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
　
食
べ
て
み
た
ら
と

て
も
あ
い
し
か
っ
た
で
す
　
ま
た

来
て
作
り
た
い
で
す
。
教
え
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
菅
原
智
子
さ
ん

東^
根
小
６
年
）

，
日
は
　
調
理
場
で
い
ろ
い
ろ

教
え
て
く
だ
さ

っ
て
あ
り
が
と
う

こ
ざ
い
ま
し
た
．
拾
食
を
■
る
な

ん
て
し
た
こ
と
も
な
い
し
　
難
し

そ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
だ

っ
た
の
で

ち
よ
っ
と
不
安
で
し
た
。
だ
け
ど

先
生
や
友
た
ち
と
■

っ
て
い
く
こ

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
間
い
た
り

す
る
こ
と
も
で
き
る
し
　
先
生
も

や
さ
し
い
の
で
気
軽
Ｅ
声
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
て
　
と
て
も
満
足

し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
う
い
う
機

会
が
あ
れ
ば
ぜ
０
，
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
．

調
理
師
よ
り

小
中
学
校
の
総
食
を
毎
日
■

っ

て
い
ま
す
が
　
■
重
　
生
征
と
接

す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
と
な
い
わ
た

し
た
ち
に
と
っ
て
　
今
回
　
子
ど

も
た
ち
に
会
・え
る
こ
と
は
と
て
も

楽
し
み
で
し
た
。
当
日
　
元
気
な

，
ど
も
た
ち
を
迎
え
緊
張
し
て
し

ま
い
　
う
ま
く
説
明
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
　
子
ど
も
た
ち

は

一
ｉ
慰
昴
で
　
自
分
た
ち
で
作

る
ん
だ
と
い
う
意
欲
が
感
じ
ら
れ

な
る
ヽ
く
■
を
出
さ
け
に
申
，
っ

て
進
め
る
よ
う
に
し
き
し
た
　
，

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
く
調

理
場
ら
い
い
も
の
だ
と
思
い
な
が

ら
　
わ
た
し
た
ち
も
事
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

今
回
り
加
し
た
，
と
も
た
ち
が

家
で
も
思
い
出
し
な
が
ら
作

っ
て

も
ら
え
た
ら
と
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
す
．

J lt,(出 や ,J口:月 に 話 〔 lレ ′.i■ ′,壮 8
の り itま |11■すの 人 を す ン モ [を ■ ,,
rlし バ しり‖か |り |サ リ ,1 人 ン も た中 小 6
,「 ま ラ た 迪 ら な り ま き 1,り 出 呵 施 と  |
の し ン  ,1は ど ん し  ll,た (す .し 21人
|た ス よ り  を や た ]1に ま  た ま 人 ll史
■  と た は il卜 | IIt ご 海  し を 小 休

i!

を最 ■  い |:■ ,Jい 11ス Iか た ,1`,み

JL;|ク |lt41‖ 11:ウ il‖ :i
111:力 撃`

`|｀

|,各 撃i」出[従 11を

と で も し つ と し
思 ttよ て・ lも こ
い よ ′iう い よ た の
よ い い か た う ち た
す 拠 り,  た に に 0
会 社 |け し ,1の
〔 する た て tl■
1, "｀  ,、 `, 

“

' 
か ,Fi

な 十,も で /● ど の
か か 食 は

',こ
 '

'  , 
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か と 人 で か か r

と |も め |:ま ||
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tヽ |[ ||',:I ・ に 11
甘: ′
```ヽ

1汚 3 1 ′,
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秋
季
高
校
総
体

（新
人
戦
）

行
■
の
多

い
２
■
川
も
　
は
，

―
力
月
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
｀
―    `  ′

荒

高

祭

こ
れ
か
ら
の
行
■
を
み
る
と

，
●
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
■
従
公
役
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η

Cア
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ムに|111し てt.ま 1111Jム  iⅢ  卜11111,

‖起1■II‖ 11を ,Jtして‖|[し ま
' 
世
=へ ',こ

,「,■ ろし t i111ヽ します

▼いつ  0月 12日 (白 )雨天決行
間含式 午肯13時 80分 スタート 午前 9峙:0分 閉会式 =後 1時 (予定)
▼訳伝⊃―ス与変更筒所 員 2区 (ニチロ先T早踏～瑞岩

= 
ちなさか前)

景●中継所の

'■
及び菖満中11所 ■イ「i,(黒滝71社先)

来大会開催中の交通安全にご協力あ願いします

■問い合わせ 教育委員会生涯学習 スポーツ推遣係 (635-147)
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防災シリーズ6

<台風が近づいてきたら !>
■′|,litら くイ[■する也[[■ ,て  |,11や tヽ●|:]|IWキ |
出,(よ■ ■■いかたて,t■●1141限にととめることかできま |

し|.し  ,11′ ,|,1111:な どにみらイ1る |IJ也 li.1(11′ ,よ う  ,
1111人 きな|,■かでています

|,11や 人|か延 ,Iた ら 気
“

||‖,=111し て 1'め ,,liえを ,1■ |ま しょう

台風が接近してきたら

校言の出る恐れのあるときは 注意報 警コ I・ l.間の人雨愕報などが発表され
ます.

最新の慣報を入手してあくようEしましよう.

,1常用品 懐■電lJ 携帯ラブイなどの点検をしてあきましよう
雨で増水した4J Iやイ11満は境界が見え〔くくなつています あやまつて転落し
ないようにしましよう.

"の
近くに住んでいる場合は 水位に注意しましよう
山崩れやが|す崩れなどがおきやすくなります.危険な場

“

[け近づかないよう

にしましよう

今まで吹いていた強い風が弱まつても 再●1吹き返しの強 .ヽ風がやってくるこ
とがあります 回が弱まった7Jらとt｀ つて屋根などにあがるの

`危
険です.

強風によう飛来物に注意しましよう

危険が追つてきたら

防災l潤からのW難の勧告や指示があったら ずく従えるよう|こ準備L すばやく
迎難してください

「あ
=足
覚悟で早めの運難Jを心が|ナましょう。

+|三

:′

■ A

‐
十
1

■問い合わせ 役場総務課 (885-6122)
消防署自席分署 (885-5242)
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▼■ ;`る
11 11-

込 it
し楽

'tル ti Jヒ
さ ―行i
,さ 11
ん 会
,  せ
J  ん
,  だ
ん
の

介
護
者
研
修
会
の
ご
案
内

（企
）
ま
で

■
中
込
　
川
い
合
わ
せ
　
ｔ
ｔ
介

漉
ｔ
疑
セ
ン
タ
ー

（
８
“
１
０
１

１
２
）

白
層
山
ゆ

っ
く
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
お
養

い

，
来
し
た
ブ
ナ
林
を
見
な
か
ら

ゆ
っ
く
つ
と
，
の
白
聘

―――
に
，

っ

て
み
ま
せ
ん
か
．
な
た
ら
か
な
故

”
コ
ー
ス
を
，
り
ま
す
　
た
だ
ち

や
家
族
を
誘

っ
て
　
お
気
能
に
ご

参
加
く
だ
さ
い

▼
い
つ
　
Ю
月
Ｂ
ＩＩ

（月
）
午
前

７
‐――
～
午
後
３
時
ご
ろ
ま
で

▼
対
象
　
小
さ
い
お
，
さ
ん
か
ら

ど

な

た

て

も

　

「

３
峙

間
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故
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に
直
接
ご
址
“
し
ま
す

▼
参
加
”
　
３
０
０
円
―
，‐
■

▼
中
込
じ
め
き
つ
　
１０
月
３
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（企
）
ま
で

■
¨

心
　
円

い
０

わ
せ
　
仕
肛
■

進
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＾
‘
“
１
０
２
１
０
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［
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０
２
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‐４

▼
外
，

Ｐ
数
　
１
●

（本
造
■
“

一
”
ｔ
）

▼
―――
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ

（
８
十
６
＋
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台
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＋
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５
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い  て ト

「最
上
川
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
参
加
者
募
集

■
に
円
し
て
　
“
一
し
く

参
――‐
で
き
る
フ
ェ
ス
テ

問
“
し
ま
す

パ

ソ
コ
ン
講
智
会

パ
ソ
コ
ン
を
咄
つ
た
こ
と
か
な

い
　
ま
に
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
　
＝
一

味
は
あ
る
け
れ
ど
で
き
る
か
下
′

と
い
う
か
た
も
，
“
て
き
る
よ
う

に
■
ｌｌｉ
し
て
い
ま
す

▼
い
つ
　
９
月
“
――
（火
）～
１０
月

∞
――
（本
）
の
う
ち
火
　
木
叶
――

夜
６
‐―ｌ
ｍ
分
ヽ
９
‐‐ｌ
ｍ
●

ｍ^
ｌｌ

ｌｌ‐‐
）

―

――

＾
月

）

（企
）
ま
で
の
う
ち

せ

ひ
ご

参

――――
く
だ

さ

い
．

▼

い

つ
　

Ю
ＩＩ

略
――

（
ｌｉ
）
午

後

０

１

１

▼
と
こ
で
　

―――
形
県
■
業
ｍ
造
支

，
セ
ン
タ
ー

（山
ル
¨
）

▼
対
“
　
柾
＝
保
険
■
，
柿
者

の

か
た
て
‘１‥
■
ワ
ー
ク
を
始
め
た
い

か
た
　
ま
た
は
に
ｔ

ワ
ー
ク
の
ス

キ
ル
ア
ッ
フ
を
｝
ま
れ
る
か
た
て

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
■
作
が
で
き
る

か
た
▼
え
出
＝
　
ｍ
料

（
た
だ
し
　
テ

キ
ス
ト
代
は
向
己
¨
―――
）

▼
中
心
ル
■
　
中
‘
―――
紙
に
必
”

■
■
を
■

い
て
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
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郵
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に
て
お
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込
み
く
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祇
Ｌ
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″
“
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ｋ
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′ヽ こ 30
こ `,
ヽ

オ寸
| | |

,li

」民
会
‖|

最
Ｌ
ＩＩＩ
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ラ
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２
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ＩＩ
コ
ーー

（火
）
午
後

―
‐‐―
ヽ
３
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＾
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５
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０
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６
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２
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［
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Ｌ
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ｋ
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０
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セ
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０
２
３
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２
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２
●
６
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